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★１「新老人の会」徳島と高知で協調する活動 

高知「新老人の会」/徳島「新老人の会」 内田泰史/板東 浩 

 四国における「新老人の会」は、当初、高知県の内田先生が四国支部を設立されました。その後、

関係各位と相談しながら、四国四県に各支部が設立され、現在へ発展してまいりました。 

一方、いま注目されている医療に統合医療(Integrative Medicine, IM)があり、日本統合医療学会

(IMJ)がいろいろな企画や教育活動を行っています。統合医療とは、通常の西洋医学(Western 

Medicine, WM)に補完代替医療(Complementary and Alternative Medicine, CAM)を加えて統合したも

ので、幅広く深い領域をカバーしております。 

従来、四国支部の活動については、板東（徳島）がお世話を担当し、事務局は吉岡・錦織（徳島）

が担当しております。以前より IMJから四国各県支部の

発足への依頼を受けており、高知「新老人の会」の内田

先生と相談しておりました。 

このたび 2019年 1月 12日、高知県支部の設立総

会・講演会が開催され、成功裏に終了しました。今後

も、高知と徳島で協調していきたいと存じます。 

 

 

 

★２ 高知「新老人の会」による健康と医療を考えるフォーラム 

高知「新老人の会」 内田泰史/野村栄一 

高知「新老人の会」では、今まで定期的に医学や医療、健康にかかわる講演会を続けてきておりま

す。その中で、2019年には、『高知「新老人の会」 健康と医療を考えるフォーラム』と題しまし

て、関係者のご協力を得て、大きなフォーラムの企画を２回、3月 17日（日）と 9月 21日（土）開

催することができました。 
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3月 17日（日）に高知県民文化ホールにて開催したフォーラムについて、講演テーマは「自分の

健康は自分で守る」であり、３名の専門家の先生から講演がありました。細木秀美先生は「人生 100

年時代」、福田善晴先生は「新しい時代をどう生きるか」、内田泰史先生は「認知症は予防できる、治

せる」について、それぞれご講演をいただきました。 

また、高知で活動を続けているシンガーソングライ

ターのう～み氏や演歌歌手の仲町浩二氏によるミニコ

ンサートも開催され、充実した講演と楽しい音楽で素

晴らしい時を過ごすことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★３ ノルディックウォーク大会に参加 

愛媛「新老人の会」 貞本和彦/神山貴行 

 平成 31年 3月 24日（日）、昨年豪雨被害に遭われた西予市野村町で、『まけんぞ！のむら！！ノル

ディックウォーク大会』が開催され、当院の貞本和彦院長先生や和昌会職員、愛媛「新老人の会」の

会員の皆さま方と参加しました。「四国せいよジオパーク」の一つでもある美しい桂川渓谷は、甚大

な豪雨被害により破壊されてしまいましたが、復興に向けて少しずつ前に進んでいる野村の街並みや

自然を歩くことができました。 

 まだまだ倒壊した家屋や舗装が必要な道路など、水害の大きさを物

語る光景が見受けられ

ましたが、大会を通じ

て、大会名にある「ま

けんぞ！のむら！！」

を体現するような、現

地のスタッフさんの力

強いエネルギーや明る

さ、優しさに触れるこ

とができました。 
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 参加者は、体力などに合わせて、3キロコース、

5キロコース、10キロコースを歩きます。その途

中でのこと。復興に想いを寄せる方々が、メッセ

ージを残しています。現地の方やスタッフの方々

に、心温まるおもてなしをしていただきました。

ちゃんこ鍋のおもてなしもあり、具だくさんで心

も体も温まりました。大分県日田市の天ケ瀬温泉

から足湯のサービスもありました。支援の輪の繋

がりを感じます。 

ゴール後は、新鮮な搾りたて牛乳や、ちゃんこ

鍋を配ってくれたり、おもてなしをしてくれる元気な野村の子どもたちと沢山出会ったり、逆に元気

をもらってかえる一日となりました。 

ノルディックウォーキングは、1930年代にクロ

スカントリースキーチームの夏場のトレーニング

としてフィンランドで始まりました。現在、フィ

ンランドでは成人人口の 20％にあたる 82万人もの

人が日常的に実施しているようです。 

 ノルディックウォーキングは、ポールを使うこ

とで全身の筋肉を刺激するので、普通のウォーキ

ングよりエネルギー消費量が約 20％も増加しま

す。つまり、体力づくり、スタミナアップ、減量

などにとても効果的です。上半身もしっかり使う

ので、肩や首のコリの解消、肩甲骨の可動域の改善にも有効です。さらに歩行訓練やリハビリとして

活用することもでき、「歩きの質」を高められる

効能もみられます。 

ノルディックウォーク大会を終えた後には、宇

和島市津島町の「南楽園」を訪れました。ここは

美しい日本庭園として知られており、さらにリフ

レッシュできました。南楽園は、平成元年に「日

本の都市公園 100選」にも選ばれたほどです。い

ちど、お出かけになられたらいかがでしょうか。 
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★４ 第 2回香川県地域包括ケアシステム学会 

香川「新老人の会」 大原 昌樹/松木香代子 

「新老人の会」香川では、今までいろいろな活動を医学の学会や健康講座などと協力体制により行

ってきております。その中で、香川県地域包括ケアシステム学会第 2回学術集会が、令和元年 11月

3日に高松市で開催されましたので簡単にご紹介しましょう。 

「新時代の地域包括ケアシステムを考える～私たちみん

なが元気で活躍できる社会の実現に向けて～」をテーマに

特別講演、シンポジウム、一般演題の発表があり、300名

近い参加者がありました。医療機関、介護施設の専門職、

県市町職員に加えて経済界も参加し、まちづくりや全世代

参加型の地域共生社会について議論しました。 

 参加者が最も関心を持ったのは、「アドバンス・ケア・

プラニング（ACP、人生会議）」でした。将来の意思決定能

力が低下する最期の場合に備えて、個人の価値観、人生の 

ゴール、治療の希望などを本人、家族、医療関係者などで

共有することです。本人の人生の最終段階での医療・ケアの意向が明確となると、家族も本人が望む

方法でケアをすることができ、ス

トレスや不安を減らすことができ

ます。医療専門職も患者の意向を

知ることにより、その意向を尊重

した医学的な決定が可能となって

参ります。これらを進めていくた

めには、地域住民の方に ACPにつ

いて知ってもらうとともに、専門

職間の連携も重要であることを学

びました。 

 

 

★５ 医学健康講座 美味しく楽しく、炭水化物（糖質） 

を減らして健康に！ 

徳島「新老人の会」 板東 浩/吉岡明代 

徳島「新老人の会」および四国連合では 2019 年 6 月 8（土）-

9 日（日）に医学健康講座を行いました。 

メインゲストとして、我が国における糖質制限の権威・江部康

二 医師（ 高雄病院理事長）をお迎えしました。6月 8日夜には、

「ミニレクチャーと音楽の夕べ」を徳島駅前の「阿波踊り&ミュー

ジック  カフェバーコティであり、約 50名が参加しました。 

6月 9日午後には国際会議場「アスティとくしま」で、「糖質制

限食講演会 IN とくしま ～美味しく楽しく、炭水化物（糖質）を

減らして健康に！」が開催され、120名が参加しました。 

第１部：「糖質制限で心身ともに健やかに」 板東浩 医師 日本

抗加齢医学会評議員、第２部：「糖尿病・生活習慣病を予防、改善
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する糖質制限食  ～人類本来の食事、人類の健康食」 江

部康二 医師 (財) 高雄病院理事長/ (一社) 日本糖質制限

医療推進協会理事長。本企画は、「新老人の会」に加え

て、日本糖質制限普及協会、徳島県糖質制限研究会などの

共催にて開催いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★６「新老人の会」徳島と高知で協調する活動 

高知「新老人の会」 内田泰史/野村栄一 

春の３月にフォーラムを行ったあと、秋の 9月 21日（土）にも、健康と医療を考えるフォーラム

を高新文化ホールで開催しました。このたび、「日野原重明先生の教えを伝える」という観点から、

大切なポイントについて解説し、高知の医療と歴史についてのトピックスも含めました。高知大学脳

神経外科教授の上羽哲也先生が「“脳卒中にならないために・なったら、どうする？“」、元歴史民俗

資料館 館長の宅間一之氏が「土佐から高知、そして高知家」についてご講演を賜りました。 

講演後には、子供たちの和太鼓チームによる演奏がありました。子供たちの溌剌とした動きや声を

聴くと、聴衆みんなの元気が沸き上がってきます。両日ともに大勢の方に参加をいただき、盛況のう

ちにフォーラムを終えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


